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国語科学習指導案（５年○組） 

平成24年10月12日（金）～10月30日（火） 

５の○教室   指導者  加藤 寿生 
 

１ 単元名  「自分の思いを新聞に書いて，読み合おう」 

～図表やグラフなどを用いて，自分の考えが伝わるように書く～ 
 

２ 考察 

(1) 教材観 

本単元では，第５学年及び第６学年「Ｂ書くこと」の指導事項「エ 引用したり，図表やグラフなど

を用いたりして，自分の考えが伝わるように書くこと」に重点を置きながら指導する。その際，「Ｂ書

くこと」の言語活動例「ウ 事物のよさを多くの人に伝えるための文章を書くこと」を具体化し，自分

の思いを新聞に書く言語活動を通して指導することとする。 

国際社会の中で生きていくには，他国と議論を重ねて合意を形成し，課題を解決していかなければな

らない。このような能力を身に付けるための素地として，まず「自分の思いをもち，相手に分かるよう

に表現する」ことが大切である。しかし昨今，各種調査等での記述式問題において，児童生徒の無回答

率の高さが話題になっている。 

協力校においても，学年が上がるにつれ，調べて分かったことや自分の思いを模造紙や画用紙，ノー 

トなどにまとめる活動が多くなる。その際，自分で調べた本やＷｅｂページから文章，図表や写真などを

引用して書く場面がある。ところが現状を見ると，丸写しするケースが多く，自分の思いを記述した部

分は少ない。 

そこで本単元では，自分の思いを書く力を高めるために，立場を変えて書く活動を取り入れることに

した。これは，事実に対して，まず自分の思いと異なる立場から書いたのちに自分の立場から思いを書

くことである。あえて先に自分の思いとは異なる立場から書くことによって，相手の立場に立って考え

ることの大切さを身に付けられると考えた。また，書く活動の際に，自分の思いを相手によりよく伝え

るために，図表や写真を用いることにした。 

同じ事実でも，置かれている立場によって，いろいろな受け取り方ができる。図表や写真を用い，立

場を変えて書くことによって，自分が今まで気付かなかった視点が与えられる。相互の立場で書いた作

品を比較，交流したのち，さらにもう一度深まった自分の思いを書くことによって，事実に対する自分

の思いが深まり，ひいては物事を別の角度から見ることの大切さを学べるであろうと考えた。 

  中心教材として，教科書単元「情報の受け止め方を考えよう」の中の説明文「新聞の読み方を考える」

を取り上げる。この説明文は，「作り手は読者の違いに応じて，内容の重点を考えて情報を加工する」と

いうことについて，具体例を挙げて説明している文章である。筆者の主張を，同じ事実を報じた複数の

新聞記事を見比べることで，とらえやすくなっている。そして最終的には，「他学級の児童に読んでも

らおう」という相手意識や「見出しや根拠を明確にしてよりよく伝えよう」という目的意識をもち，一

つのテーマについて相互の立場から新聞を作成する。 

これらのことから，本教材は，児童が事実と意見の違いを読み取るとともに，自分の思いをもち，書

くことに適していると考える。 

(2) 児童の実態（男子 18名，女子 18名，計 36名） 

 児童は，６月の単元「表やグラフを使って伝えよう―分かりやすく伝える―」において，表やグラフ

から読み取ったことを根拠に，文章をまとめる学習を行った。また，その直後には「分かったことを報

告しよう」の単元で，テーマを決めて調べ，効果を考えながら表・グラフを活用した報告文をまとめる

学習を行った。表やグラフからは事実をほぼ正確に読み取ることができているが，読み取った事実から

自分の思いを文章に書く学習では，個人差が大きく，思いを書くのに苦労した児童が大半であった。 

 本単元で「図表や写真を用い，立場を変えて書く活動」を実施するにあたり，事前調査を行った。 

全員の児童が，説明文を読む時に図表や写真があった方が分かりやすいと答えている。また，文章に

合う写真を選ぶ課題では，ほとんどの児童が正しいものを選び，理由も適切であった。「林間学校にカ

メラを持っていくことに賛成か反対か」と，立場を選ぶ課題では，賛成派と反対派に分かれたが，自分

の立場を決められなかった児童が19％いた。費用と所要時間の異なる旅行の交通手段を選び，理由を書

く課題では，【いずれか一つについて書く・費用か所要時間を理由に書く・60～80字で書く・選ぶ方法
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と理由が対応している・「～からです」で終わる】という条件で書かせたところ，すべての条件を満た

して書けた児童は半数であった。 

 以上のことから，多くの児童は，文章の中に図表や写真が加えることが自然だととらえている。しか

し，立場を求められる場面で決めかねる児童や，複数の条件を与えられて書く場面で条件を満たせない

児童が目についた。 

これは「はばたく群馬の指導プラン」小学校５・６年生の課題「事実，感想，意見などを区別して表

現する」の解決に向けて伸ばしたい資質・能力「目的や意図に応じて，事実と感想，意見などを詳しく

書いたり，簡単に書いたりすることができる」と合致している。 

 

３ 単元の目標 

記事の違いを読み取るとともに，図表や写真を用いて自分の思いを記した文章を書くことができる。 

 

４ 授業中における生徒指導        

○ 相互の立場から新聞を書く場面では，先に自分の思いと異なる立場から書くようにし，相手の立場

に立って考えることの大切さに気付くようにする。また，完成後は自他の作品を見比べ交流する時

間を取り，友達の新聞の表現のよさに気付くようにする。 

 

５ 指導と評価の計画（８時間予定） 

評
価
規
準 

(1)テーマに対して自分の考えをもち，図表や写真を用い，立場を変えて新聞を書こうしている。 【関】 

(2)思いを端的に表す図表や写真，キャプション，見出し等を用いて，立場を変えて相手に
よりよく伝わるような新聞を書くことができる。              【書】 

(3)自分の思いをよりよく伝えるために，適切な図表や写真や言葉を使ったり，文のつなが

りや文章構成を工夫したりすることができる。               【言】 

 

次 時 主な学習活動 指導上の留意点及び支援・評価 関 書 言 

１ 

１ 

＜本単元の課題をつかむ＞ 

① 新聞記事を見て関心をもつ。 

② サンプル新聞を見て，一つの

テーマについて相互の立場か

ら新聞を作成することを知

る。 

「自分の思いを新聞に書い

て，読み合おう」 

③ 図表や写真を用い，立場を変

えて書く新聞の体裁等につい

て理解する。 

 

○ 学習の見通しがもてるよう，単元を貫く言語

活動として「図表や写真を用い，相互の立場

から新聞を書く活動」に取り組むことを知ら

せる。 

○ これから書いていくもののイメージがもて

るよう，サンプル新聞を提示する。 

【関】自分の思いを新聞にまとめる活動に進

んで取り組もうとしている。（発言・様子） 

 

○   

２ 

④ 「新聞の読み方を考える」を

音読する。 

⑤ 一般紙とスポーツ新聞の違い

をまとめる。 

⑥ 全国版と地域版，地方紙同士

の記事や見出しの違いとその

理由を読み取る。 

○ これから取り組む新聞作りに生かせるよう，

新聞の見出しや記事には作り手の意図が表

れていることをおさえる。 

【書】二つの新聞記事の違いについて，事

実と意見の違いを明確にして表にまとめて

いる。（記述内容） 
 

 ○  

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

＜課題を解決する＞ 

⑦ テーマを知り，テーマについ

て調べる（図書・インターネ

ット等）。 

 

○ どの児童も円滑に書くことができるよう，教

師があらかじめ参考図書や参考サイトを準

備しておき，適切に助言する。 

○ 児童の興味・関心を引き，相反する二つの考

えに分かれたテーマに決められるよう，いく

つか提示した中から意見が多く出たものに

決める。 

○   
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２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【関】テーマについて進んで調べてようとし

ている。（調査内容・様子） 
 

４ 

⑧ 情報を共有し書き始める。 

・理由や根拠を出し合う。 

・どちらの立場で書くか決める。 

・自分の思いと異なる立場で書

く。 

○ 自分の思いと異なる立場からも書けるよう

全体の場で互いの考えやその理由を出し共

有する。 

○ 自分の思いと比べられるよう，三つの根拠を

挙げて書く。 

【書】自分の思いと異なる立場から，相手

によりよく伝わるような新聞を書いてい

る。（記述内容・振り返りカード） 
 

 ○  

５ 

⑨ 新聞を書く。 

・自分の立場で書く。 

○ 自分の思いを明らかにできるよう，自分の思

いと異なる立場も意識して書く。 

【書】自分の立場から，相手によりよく伝

わるような新聞を書いている。 

（記述内容・振り返りカード） 
 

 ○  

６ 

⑩ 班で交流する。 

・自己評価したのち班で相互評

価する。 

・自他の作品を見比べ交流する。 

⑪ 思いをまとめて書く。 

・交流を生かし，もう一度自分

の思いを限られたスペースに

端的に書く。 

○ 自分の作品が推敲できるよう，観点に基づい

て自己評価する。 

○ 交流で多くの視点が得られるよう，作品を読

み合い，観点に基づいて相互評価する。 

○ 次の活動の参考にできるよう，コメントやア

ドバイスを付箋に書き新聞に貼る。 

○ 自分の思いを書く力が高められるよう，交流

で得た多くの視点から適切なものを選択し，

自分の思いをまとめ直す。 

【書】最終的な立場を決断し，思いを短く

書いている。（記述内容・振り返りカード） 
 

 ○  

７ 

⑫ 新聞を仕上げる。 

・「思いをまとめて書く」新聞

を完成させる。 

・台紙に貼付する。 

○ 自分の思いを書く力が高められるよう，交流

で得た多くの視点から適切なものを選択し，

自分の思いをまとめ直す。 

【書】最終的な立場を決断し，思いを短く

書いている。（記述内容・振り返りカード） 

【書】思いが相手によりよく伝わるような

新聞を書いている。（記述内容・ふりかえり

カード） 
 

 ○  

３ ８ 

＜単元を振り返る＞ 

⑬ クラス間で交流する。 

・でき上がった新聞を互いに読

み鑑賞する。 

⑭ 単元全体を振り返る。 

○ 友達の新聞のよさに気付けるよう，鑑賞の時

間をとる。 

【関】よさや参考になった点についてプリ

ントにまとめている。 

（記述内容・振り返りカード） 
 

○   

 

６ 本時の展開（１／８）  

(1) ねらい 

 新聞記事に関心をもち，一つのテーマについて相互の立場から新聞を作成することを知る。 

(2) 準 備  

  実際の新聞記事，サンプル新聞，ワークシート，ノート PC，自作プレゼンテーション  

(3) 展 開  

 学 習 活 動 時間 指導上の留意点及び評価 

＜本時の課題を把握する＞ 

１ 実物の新聞を提示し，新聞記

事に関心をもつ。 

15 

 

分 

 

・一般紙とスポーツ紙を提示し，違いについて気付いたこと

を発表させるようにする。 

・ 見出しや写真から書かれている視点や重点が違うことを

見つけ，新聞記事に関心をもてるようにする。 
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＜課題を追究する＞ 

２ 一つのテーマについて相互の

立場から新聞を作成することを

知り，その体裁等について知る。 

自分の思いを新聞に書いて， 

読み合おう。 

・一人で両方の立場から書くな

んて，おもしろそうだな。 

・図やイラストがあって，分か

りやすい。 

・早く書いてみたい。 

○Ａ４判横長縦書きで左右に半

分ずつ相互の立場で書いたも

のと，Ａ４判の四分の一の小

さな紙に思いを端的に書いた

ものの二種類 

○右側に自分の思いと異なる立

場で書く 

○左側に自分の立場で書く 

○Ａ４判の四分の一の小さな用

紙に，もう一度自分の思いを

端的に書く 
 

27 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分 

 

・ サンプル新聞を提示することで，これから書いていく新

聞のイメージがもてるようにする。 

・ 図表や写真を用い立場を変えて書く活動のイメージを

正確に理解できるよう，書く手順や構成，体裁について

小出しに提示する。 

発問：この新聞にはどんなことが書かれていると思い

ますか？ 

 

【関】自分の思いを新聞にまとめる活動に進んで取り組

もうとしている。（発言・様子） 

 

３ 自分の立場を決める練習をす

る。 

・ テーマを与え，それに対する自分の立場を決め，理由を書

くことで，これから取り組む活動に備えるようにする。 

（例） 
・○○小学校は自転車通学を認めるべきである  
・宿題を廃止するべきである 
・犬は好きか嫌いか 
・レジャーに行くなら海か山か  

 

＜本時のまとめをする＞ 
４ 本時の学習を振り返り，分かっ
たこと，気付いたこと，思ったこ
とをまとめる。 

＜児童の姿＞ 

○同じ出来事でも，いろいろな伝

え方があるんだな。 

○新聞記事って面白そうだな。 

○自分にも書けるかな。 
 

３ 

 

 

 

分 

 

・次時は新聞について筆者の主張を考えることを伝える。 

板書計画 
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６ 本時の展開（２／８）  

(1) ねらい 

 二つの新聞の違いについて，事実と意見の違いを明確にして筆者の主張を読み取ることができる。 

(2) 準 備  

  教科書（学校図書５年下），ワークシート（新聞記事の比較を表にまとめたもの）ノート PC，  

自作プレゼンテーション  

(3) 展 開  

 学 習 活 動 時間  指導上の留意点及び評価 

＜本時の課題を把握する＞ 

１ 学習材「新聞の読み方を考え

る」を音読し内容を把握する。 

新聞による記事や見出しの 

ちがいをまとめよう。 
 

15 

 

分 

 

・教師が範読したのち，追い読みすることで，全員が声に出

して教材文を読めるようにする。 

＜課題を追究する＞ 

２ 一般紙とスポーツ紙を比べて

違いをまとめる。 

・見出しに山田太郎の名前が，

一般紙にないのにスポーツ紙

にはあるなあ。 

・一般紙では，だれが救助した

かどうかは大事じゃないのか

なあ。 

・スポーツ紙では，事件のくわ

しいことまではあまり書いて

いないなあ。 

27 

 

 

 

 

 

 

発問：同じ出来事なのに，なぜ伝え方がちがうのだろうか。 

・一般紙とスポーツ紙の新聞記事を音読することで，記事内

容を理解しやすくする。 

・教師が例示したのち，観点ごとに違いを表にまとめさせる

ことで，違いに気付けるようにする。 

観点 一般紙 スポーツ新聞 

見出し 水泳選手が人命救助 山田太郎，早くも金メ

ダル？ 

いつ ７日午後４時ころ ７日午後 

だれが 西北大２年生 

山田太郎さん 

今年４月の日本選手権

百メートル自由型で優

勝した，五輪出場候補

で西北大２年生 

山田太郎さん 

だれを 同区に住む小学２年生

の女児（７） 

女児 

取材先 都島署（警察）の発表 

による 

山田選手による 

（インタビュー）  

【書く】一般紙とスポーツ紙の記事の違いを，観点別にと

らえてまとめることができている。（記述内容・発言） 
 

 

３ 全国版と地域版の記事や見出

しの違いとその理由をまとめる。 

・全国版は勝った大阪桐蔭のこ

とが多く書いてあるなあ。 

・地方版は負けた日田林工のこ

とばかり書いてあるなあ。 

・同じ試合なのになぜ伝え方が

違うのかなあ。 

分 

 

 

 

 

 

・一般紙と地方紙の新聞記事を音読することで記事内容を理

解しやすくする。 

・観点ごとに違いを表にまとめることで違いに気付かせる。 

観点 全国版 地方版 

見出し 勝ったチーム 負けたチーム 

写真 勝ったチーム 勝ったチーム 

キャプ

ション 

勝ったチーム 勝ったチーム 

読者 いろいろな人 負けたチームの県民 

まとめ 見出しや記事には，作り手の意図が表れている  

【書く】一般紙と地方紙の記事の違いを，観点別にとらえ

てまとめることができている。（記述内容・発言） 
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＜本時のまとめをする＞ 

４ 本時の学習を振り返り，分かっ

たこと，気付いたこと，思ったこ

とをまとめる。 

＜児童の姿＞ 

○どんな人が読むかによって，見

出しや記事は決まってくるん

だね。 

○新聞の見出しや記事は書いた

人の気持ちが出ているんだね。 
 

３ 

 

 

 

 

分 

 

・次時はテーマに対する自分の思いを新聞に書くことを伝え

る。 

板書計画 
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ん
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よ
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記
事
は
決
ま
る
。 

・
見
出
し
や
記
事
は
，
書
い
た
人
の
気
持 

ち
が
出
る
。 

 

６ 本時の展開（３／８）  

(1) ねらい 

 立場を変えて新聞を書くための必要な材料について調べることができる。 

(2) 準 備 

  教科書（学校図書５年下），ワークシート（サンプル新聞），参考図書，ノート PC，  

自作プレゼンテーション  

(3) 展 開  

 学 習 活 動 時間  指導上の留意点及び評価 

＜本時の課題を把握する＞ 

１ 立場を変えて書く新聞作りに

取り組むことを知らせる。 
 

自分の思いを新聞に書いてみよう。 

10 

 

 

 

 

 

分 

 

・第１時で提示したサンプル新聞を再び提示することで，活動

のイメージをつかめるようにする。 

２ テーマを決める。 

（例） 

○自転車通学を認めるべきであ

る 

○宿題を廃止するべきである 

○犬は好きか嫌いか 

○レジャーに行くなら海か山か 

 

 

・第１時に立場を決める練習で投げかけたテーマの中で意見

が多く出たものがあれば，そのテーマに決める。なければ

ここでいくつか投げかけその中から決める。 

・どちらの立場にするか迷う児童も見られると思われるので

仮に決めて後で変更してもよいことを伝える。 

 

＜課題を追究する＞ 

３ テーマについて調べる。 

・本で調べたい。 

・インターネットで調べたい。 

・人に聞いてみよう。 

 

32 

 

 

 

分 

・どの児童も円滑に書くことができるよう，教師があらかじ

め参考図書や参考サイトを準備しておき，適切に助言する。 

 

発問：テーマについて，両方の立場から新聞に書ける

ように調べてみよう。 

 

一
般
紙
の 

新
聞
記
事 

 

ス
ポ
ー
ツ
紙
の 

 
 

新
聞
記
事 

 

勝
っ
た
チ
ー
ム
を

中
心
に
取
り
上
げ

た
新
聞
記
事 

負
け
た
チ
ー
ム
を

中
心
に
取
り
上
げ

た
新
聞
記
事 
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【関】テーマについて進んで調べてようとしている。 

（調査内容・様子） 

＜本時のまとめをする＞ 

４ 本時の学習を振り返り，分かっ

たこと，気付いたこと，思ったこ

とをまとめる。 

＜児童の姿＞ 

○もっと調べてみたいな。 

○家の人にも聞いてみよう。 
 

３ 

 

分 

 

・調べきれない場合やもっと調べたい場合は，別の時間や家庭

学習等で調べてみるよう伝える。 

・次時は調べたことを持ちより，新聞に書くことを伝える。 

板書計画 

自
分
の
思
い
を
新
聞
に
書
い
て
み
よ
う 

 

 

テ
ー
マ 

「
○
○
小
学
校
は
自
転
車
通
学
を 

み
と
め
る
べ
き
で
あ
る
」 

調
べ
る
方
法 

 

・
本 

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 

 

・
家
族
に
聞
く 

 

 
 
６ 本時の展開（４／８）  
(1) ねらい 
 自分の立場を決め，自分の思いと異なる立場から新聞を書くことができる。 
(2) 準 備  
  教科書（学校図書５年下），新聞用紙，ワークシート（「ふりかえりカード」），図表や写真， 
ノート PC，自作プレゼンテーション  
(3) 展 開  

 学 習 活 動 時間  指導上の留意点及び評価 
＜本時の課題を把握する＞ 
１ 調べた情報を全体で共有し，
立場を決めて書き始めることを
知る。 

 

立場を決めて新聞を書き始めよう。 

13 
 
 
 
 
分 

 
・相互の立場の考えやその理由を出し合うことで，書きやすく
なるという活動の趣旨を伝える。 

２ 情報を共有する。 
  

・全体の場で，相互の立場からその考えや理由を出し合う場を
設け，教師が模造紙に整理する。 

・自分の考えをもつためのテーマなので，自分の好みや思いつ
き，一方的な考えや理由だと，相手に自分の思いが十分に伝
わらないことを伝える。 

＜課題を追究する＞ 
３ 自分の立場を決める。 

・どっちの立場で書こうかな。 

・最初思ったのと立場を変えた

いな。 

 
 
 
 
 
 
 
 
30 
 
 
 
 
 

発問：新聞を書くにあたり，自分の立場を決めよう。 
・自分の立場を決めるにあたっては，相互の立場から出され
た考えや理由を参考にするように伝える。 

・前時に決めた自分の立場を変えてもよいことを伝える。 

４ 用紙の右側に自分の思いと異
なる立場から新聞を書く。 

・相手の立場に立って考えることの大切さを身に付けるため，
先に自分の思いと異なる立場から書くという本実践の趣旨を
話し，納得してから書けるようにする。 

・第１時に確認した左記の条件を守って書くように伝える。 
・児童の意欲や実態に対応するため，新聞の書式は無地のも
の，マス目の幅が広いもの，マス目の幅が狭いものを用意
し，児童が選択できるようにする。 

・作業の効率化を図るため，使用する図表や写真は，あらか

図表や写真 
 

ひとこと 
 

大見出し 
 

小見出し 
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○思いを端的に表現する大見出し

を書く 

○三段構成で各段に小見出しと図

表や写真を配置する 

○書きたい新聞との関連が深い図

表や写真を三つ選ぶ 

○図表や写真にはキャプション（簡

単な説明）を付ける 

○「ひとこと」の欄にその立場での

自分の思いを書く 
 

 
 
 
分 

じめ適切と思われるもの五種類をカラー印刷しておき，そ
の中から三種類を選んで貼るようにする。 

・早く書けた児童には，観点に基づいて自分の新聞を見直す
ように伝える。 
【書】自分の思いと異なる立場から，相手によりよく伝わ
るような新聞を書いている。 

（記述内容・振り返りカード） 
 

＜本時のまとめをする＞ 
５ 本時の学習を振り返り，分かっ
たこと，気付いたこと，思ったこ
とをまとめる。 

＜児童の姿＞ 

○相手の立場で書くのは難しか

った。 

○相手の立場で書くことで気持

ちが分かった。 
 

２ 
 
 
 
 
分 

 
・「ふりかえりカード」に本時の自己評価と感想を書く時間を
とる。 

・新聞が書ききれない場合は，別の時間や家庭学習等で書いて
みるよう伝える。 

・次時は自分の立場から書くことを伝える。 

板書計画 

 

６ 本時の展開（５／８）  

(1) ねらい 

 自分の立場から新聞を書くことができる。 

(2) 準 備  

  教科書（学校図書５年下），新聞用紙，ワークシート（「ふりかえりカード」），図表や写真 

(3) 展 開  

 学 習 活 動 時間  指導上の留意点及び評価 

＜本時の課題を把握する＞ 

１ 自分の立場で新聞を書くこと

を知らせる。 
 

自分の立場で新聞を書こう。 

３ 

 

分 

 

・前時に書いた，自分の思いと異なる立場も意識し，自分の思

いを明らかにして書くよう伝える。 

＜課題を追究する＞ 

２ 用紙の左側に自分の立場で書く。 

・右側に異なる立場から書いた

ものがあるから，比べられるの

で書きやすいな。 

・異なる考えの人にも私の考え

を分かってほしい。 

40 

 

 

 

 

分 

発問：用紙の左側に自分の思いを書きなさい。 
・前々時に確認した条件を守って書くように伝える。 
・早く書けた児童には，観点に基づいて自分の新聞を見直す
ように伝える。 
【書】自分の立場から，相手によりよく伝わるような新聞
を書いている。（記述内容・振り返りカード） 

 

立
場
を
決
め
て
新
聞
を
書
き
始
め
よ
う  

○
○
の
立
場 

 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 

□
□
の
立
場 

 
 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 
 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 
 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

自
分
の
思
い
と
異
な
る
立
場
か
ら
書
く 

 
 

  

自
分
の
思
い
と
比
べ
な
が
ら
書
く 

図表や写真 
 

ひとこと 
 

大見出し 
 

小見出し 
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＜本時のまとめをする＞ 

３ 本時の学習を振り返り，分かっ

たこと，気付いたこと，思ったこと

をまとめる。 

＜児童の姿＞ 

○相手の立場のことも考えて書

けた。 

○これで違う考えの人にも分か

ってもらえるだろう。 
 

２ 

 

 

 

 

分 

 
・「ふりかえりカード」に本時の自己評価と感想を書く時間を
とる。 

・新聞が書ききれない場合は，別の時間や家庭学習等で書いて

みるよう伝える。 

・次時は班で交流することを伝える。 

板書計画 

 

６ 本時の展開（６／８）  

(1) ねらい 

 新聞を班で交流したことを生かし，深まった自分の思いを，もう一度端的に書くことができる。 

(2) 準 備  

  教科書（学校図書５年下），ワークシート（見直しチェックリスト，「ふりかえりカード」），新聞

用紙，図表や写真，二色の付箋，ノート PC，自作プレゼンテーション  

(3) 展 開  

 学 習 活 動 時間  指導上の留意点及び評価 

＜本時の課題を把握する＞ 

１ 新聞を交流し自分の思いをま

とめて書くことを知る。 
 

班で交流し，自分の思いをまと

めて書こう。 

２ 

 

分 

 

・前時までに書いた，相互の立場で書いた新聞を班で交流し，

自他の新聞を見比べること，自分の思いをもう一度短く書くこ

とを伝える。 

＜課題を追究する＞ 

２ 自己評価する。 

○ 自分の思いを書く力 

○ 図・表・写真の使い方 

○ 文章のきまり 
 

28 

 

 

 

 

 

 

分 

 

・自分の作品が推敲できるよう，ワークシート「見直しチェッ

クリスト」で左記の観点に基づいて自己評価する時間をとる。 

３ 班で交流する。 

・○○君の新聞は分かりやすい

な。 

・△△さんの新聞は説得力があ

るのでまねしたいな。 

 

発問：班の中で友達の新聞を読み合いなさい。 

・交流で多くの視点が得られるよう，班で作品を読み合い，自

己評価と同じ観点に基づいて相互評価する時間をとる。 

・班の中に相互の立場の児童がいるように配慮する。 

・次の活動の参考にできるよう，同じ観点に基づいてコメント

やアドバイスを付箋に書き作品に貼るようにする。 

【書】自他の新聞を見比べ，よい点や改善点を書けている。 

（記述内容） 
 

自
分
の
立
場
で
新
聞
を
書
こ
う 

 

 

自
分
の
立
場
で
書
く 

異
な
る
立
場
も
意
識
し
て
書
く 

  

自
分
の
思
い
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
書
く 

 

図表や写真 
 

ひとこと 
 

大見出し 
 

小見出し 
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４ 思いをまとめて書く。 

○ 200字程度，縦書き 

○ 小見出し，図表や写真は一つ 

○ 本当に伝えたいことだけ 

・どんな事を書くか迷うなあ。 

・前に書いた時と同じ事を書け

ばいいかな。 

14 

 

 

 

 

 

 

分 

発問：もう一度自分の思いをまとめて書きなさい。 

・交流で深まった自分の思いを，もう一度端的に書くという

活動の趣旨を話し，納得した上で書き始めるようにする。 

・友達の評価や助言の記されたワークシートを眺め，すべての

項目が○になることを目標にすることを伝える。 

・スペースと文の量が限定されているので，本当に相手に伝

えたいことだけにしぼって書くようにさせる。 

・児童の意欲や実態に対応するため，書式は無地のもの，マ

ス目の幅が広いもの，マス目の幅が狭いものの中から一つ

選ぶようにする。 

・この活動で書いたものを，隣のクラスの児童に読んでもら

うことを伝える。 

【書】最終的な立場を決断し，思いを短く書いている。 

（記述内容・振り返りカード） 
 

＜本時のまとめをする＞ 

５ 本時の学習を振り返り，分かっ

たこと，気付いたこと，思ったこ

とをまとめる。 

＜児童の姿＞ 

○友達にアドバイスしてもら

ってうれしかった。 

○今度はよりよいものを書き

たい。 
 

１ 

 

 

分 

 

・活動途中だと思われるが，次時に完成させることを伝える。 

 

板書計画  

 

６ 本時の展開（７／８）  

(1) ねらい 

 交流で深まった自分の思いを，もう一度端的に書くことができる。 

(2) 準 備  

  教科書（学校図書５年下），新聞用紙（思いをまとめて書く活動），ワークシート（「ふりかえり 

カード」），図表や写真，見出しやキャプションの一覧，ノート PC，自作プレゼンテーション  

(3) 展 開  

 学 習 活 動  時間  指導上の留意点及び評価 

＜本時の課題を把握する＞ 

１ 思いをまとめて書く新聞を仕

上げることを知る。 

２ 

分 

 

・前時の交流を生かし自分の思いを端的に書くことを伝える。 

班
で
交
流
し
、
自
分
の
思
い
を
ま
と
め
て
書
こ
う 

 

 

・
よ
い
表
現
→
黄
緑
色 

 

・
ア
ド
バ
イ
ス
→
オ
レ
ン
ジ 
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自分の思いをまとめて書こう。 

＜課題を追究する＞ 

２ 新聞を仕上げる。 

○ 200字程度，縦書き 

○ 小見出し，図表や写真は一つ 

○ 本当に伝えたいことだけ 

・異なる立場にもよいところが

あるから迷うなあ。 

・考えが変わったよ。 

41 

 

 

 

分 

発問：自分の思いをまとめて書きなさい。 

・前時に書き始めているので，この時間内に完成させることを

伝える。 

・早く仕上がった児童には，効果的な見出しやキャプションの

一覧を渡し，再検討するように伝える。 

【書】最終的な立場を決断し，思いを短く書いている。 

（記述内容・振り返りカード） 
 

＜本時のまとめをする＞ 

３ 本時の学習を振り返り，分かっ

たこと，気付いたこと，思ったこ

とをまとめる。 

＜児童の姿＞ 

○二度書いたことで自分の思い

がはっきりしてきたな。 

○テーマに対する自分の考えが

十分に書けたな。 
 

２ 

 

 

分 

 
・「ふりかえりカード」に本時の自己評価と感想を書く時間を
とる。 

・次時はできあがった新聞をクラス間で互いに鑑賞することを

伝える。 

板書計画  

 

６ 本時の展開（８／８）  

(1) ねらい 

 できあがった新聞を，互いに読み鑑賞することができる。 

(2) 準 備  

  教科書（学校図書５年下），隣のクラスの新聞（思いをまとめて書く）を印刷したもの， 

ワークシート（鑑賞・振り返り） 

(3) 展 開  

 学 習 活 動  時間  指導上の留意点及び評価 

＜本時の課題を把握する＞ 

１ 新聞を鑑賞することを知る。 
 

新聞コンテストをしよう。 

２ 

 

分 

 

・できあがった新聞を鑑賞し，よい表現から学ぶことを伝える。 

＜課題を追究する＞ 

２ 新聞を鑑賞し投票する。 

○ 立場部門Ａ 

相手の立場の考えも取り入れ 

23 

 

 

 

発問：各部門のよく書けた人を選んで書きなさい。 

・隣のクラスの新聞を印刷したものを配り，読む時間をとる。 

・公正に投票できるよう，作品に記名はなく作品番号で投票

するように配慮する。 

思
い
を
ま
と
め
て
書
こ
う 

 

 

 
 

              
 
 ・

自
分
の
考
え
を
さ
ら
に
強
め
る 

 
・
異
な
る
立
場
の
よ
さ
を
自
分
の
考
え
の 

中
に
取
り
入
れ
る 

 

・
異
な
る
立
場
に
自
分
の
考
え
を
変
え
る 
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ながらまとめている 

○ 立場部門Ｂ 

自分の思い（立場やその理由）

をはっきり書けている 

○ 図表や写真部門 

図表や写真を上手に使っている 

○ 見出し・キャプション部門 

相手に強く訴えるような見出し

やキャプションが書けている 

・○○君の新聞はどちらの立場

も説得力があるな。 

・△△さんは見出しやキャプシ

ョンの付け方が上手なのでま

ねしたいな。 

 

 

分 

・鑑賞用カードに，各部門１名ずつの作品番号を書きこむよ

うにする。 

・得票の多かったものを部門賞として後日発表することを伝

える。 

【関】よくできた新聞を部門別に投票している。 

（記述内容） 
 

３ これまでに書いた新聞を台紙に

貼付する。 
10 

 

分 

・台紙の上に相互の立場で書いた新聞を貼付するようにする。 

・思いをまとめて書いた新聞については，決断を形で示すため，

自分の考えを変えなかった場合は左上方に，異なる考えに変

えた場合は右上方に貼るようにする。 

＜本時のまとめをする＞ 

４ 本単元の学習を振り返り，分か

ったこと，気付いたこと，思った

ことをまとめる。 

＜児童の姿＞ 

○新聞を書く学習を通して，自分

の思いが書けるようになった。 

○図表や写真を上手に使うと自

分の言いたいことが相手によ

く伝わることが分かった。 
 

10 

 

 

 

 

 

分 

 

・本単元を振り返り，①自分の思いを書く力はついたか②図表

や写真を活用する力は付いたか，という観点で評価と感想を

書く時間をとる。 

板書計画  

新
聞
コ
ン
テ
ス
ト 

 

☆
立
場
部
門
Ａ 

相
手
の
立
場
の
考
え
も
取
り 

入
れ
な
が
ら
ま
と
め
て
い
る 

 ☆
立
場
部
門
Ｂ 

自
分
の
思
い
（
立
場
や
そ
の
理 

由
）
を
は
っ
き
り
書
け
て
い
る 

 ☆
図
表
や
写
真
部
門 

図
表
や
写
真
を
上
手
に
使
っ 

て
い
る 

 

☆
見
出
し
・
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
部
門 

相
手
に
強
く
訴
え
る
よ
う
な 

見
出
し
や
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が 

書
け
て
い
る 

 


